
 比較説明・推奨販売規定 

      第１章 総則 

第１条（目的） 

本規定は、当社乗合の全保険会社の中から顧客に提案する保険商品について、真に顧客の事情

に合った提案をするために規定するものである。 
 

第２条（体制） 

本規定は、当社乗合の全保険会社の中から顧客に提案する保険商品について、その選別方法に

ついて次の通り規定する。 

１，当社の特色として、あいおいニッセイ同和損保（以下「ＡＤ損保社」という）の損保およ

び、第三分野契約者への生命保険販売がメインとなるため、ＡＤ損保関連会社である三井

住友海上あいおい生命（以下「ＭＳＡ生命」という）、および日本生命の保険商品を重点

的に販売するものとする。 

 ２，各生命保険会社の商品に関しては、それぞれ保障特性により選別した次条に記載の商品群 

の保険商品を提示・推奨する。 
 

第３条（規則） 

 弊社募集人は、下記の当社推奨保険商品群の中から、保険料水準・保険給付補償範囲・契約保

全事務の迅速性等の特性について客観的な基準に基づいて選別し、推奨提案するものとする。 

 但し、顧客側の指示等により、下記の当社推奨商品群以外の提案も可能とする（第５・６条）。 
 

○ 三井住友海上あいおい生命保険株式会社・・・・・・医療保険、ガン保険、収入保障保険、定期保険 

（略称：MSA 生命）     介護保険、無解約返戻金終身保険 

○ オリックス生命保険株式会社・・・・・・・・・・医療保険、米国ドル終身保険、米国ドル養老保険 

○ 日本生命保険相互会社・・・・・・・・・・・個人年金保険、終身保険、長期定期保険、逓増定期保険 

○ ジブラルタ生命保険株式会社・・・・・・・・・米国ドル終身保険、米国ドル養老保険 

【上記選定理由】 

◆ MSA生命とオリックス生命は医療保険分野で競合するが、オリックス生命は補償内容がシンプルで保険料 

 低廉なのに対し、MSA 生命は補償内容や特約補償が充実している。特に保険料の低廉さを求める顧客 

のみオリックス生命を選定し、それ以外は保障内容・事務手続きの迅速性からＭＳＡ生命を推奨する。  

ＡＤ損保社では、平成 26 年 4 月以降、第三分野商品供給を停止し MSA 生命商品に一本化している。 

◆ オリックス生命とジブラルタ生命は米国ドル建て商品で競合するが、補償内容の充実性と自由度はジブラ

ルタ生命が、保険料水準ではオリックス生命が優れている。これらの特性を顧客のニーズにより選定する。 

◆ 日本生命は、貯蓄性商品の運用力に優れているので、年金保険や解約払戻金の大きな商品を求める

顧客ニーズに対応する。 
 

 

第４条（運用） 

 募集人の顧客への提案状況は、弊社独自フォームによる推奨販売管理シートに記録するものと

し、募集事案完了後、保険契約に至らなかった事案は３か月以上、契約に至った事案は３年間以

上、その後も可能な限り長期にこれを保管する。 
 



第５条（禁止事項） 

 弊社募集人は、自己の利益、代理店手数料の多寡など当社側の事情を理由に商品を選別しては

ならない。 
 

第６条（例外） 

(1) 上記に規定する定めに関わらず、以下の場合においては推奨保険会社以外の商品を取り扱

うことを可能とするが、推奨する理由を顧客に正しく説明し、記録する等、本規則・法令

等に従い適切に対応しなければならない。 

① 顧客から推奨保険会社以外の保険会社・商品の指定があった場合 

② 推奨保険会社が定める引受年齢等の契約取扱条件が顧客の属性に合致しないため、申込

みができず、推奨保険会社以外の商品で申込みが可能な場合 

③ 推奨保険会社での商品申込みの結果、引受けが謝絶または特別条件付承諾となったもの

の、他保険会社の取扱う同種の商品において条件の無い承諾が期待される場合 

④ 加入限度超えなどの契約制限や医的・職業告知の内容により推奨保険会社での申込み結果

が謝絶または特別条件付承諾になると推定され、かつ他保険会社の取扱う同種の商品にお

いて条件の無い承諾が期待される場合 

⑤ 推奨保険会社以外の保険会社、または推奨保険会社への所属がない代理店と共同募集を行

う場合 

⑥ その他、顧客や保険会社の特性等を鑑み、推奨保険会社以外の商品を推奨することが適切

であり、かつ法令等上の問題がないと業務管理責任者が個別に承諾した場合 

(2) やむを得ず、顧客意向に沿って商品を選別し、商品を推奨する場合は、以下の対応を行わ

なければならない。 

① 比較可能な商品（客観的な商品の絞り込みを行った場合は絞込み後の商品）の概要の説明 

② 推奨理由（商品特性や保険料水準等の客観的な基準や理由等）の説明 

③ ②で顧客へ説明した推奨理由の記録 

第７条（制定） 

 当該規程は、平成２８年 ５月２９日より実施する。 

       平成３１年 １月３１日 改定 

    令和 ３年 ４月 １日 改定 

    令和 ３年１２月３１日 改定 

       令和 ４年 ９月 １日 改定 

 

 


